
他社と比較してどれくらい電力量料金とＣＯ２排出量の削減ができるの？

日立ＵＰＳ［無停電電源装置]

ＵＮＩＰＡＲＡに５０ｋＶＡと１００ｋＶＡを新たにラインアップしました。
ＵＮＩＰＡＲＡは省エネルギー性能の優れた環境に優しいＵＰＳです。
高効率運転でＣＯ２排出量削減と電気量料金の節約をします。

【計算条件】空調機の使用量も考慮
・負荷容量100kVA/90kW,24時間365日全負荷連続稼動
・電気量料金単価:13円/kWh,CO2換算係数0.38kg/kWh,空調機成績係数2.0

日立グループ
スーパー環境適合製品
（省エネにより認定）

新製品紹介
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ＵＮＩＰＡＲＡを採用することでかなりの
電気量料金の節約と、ＣＯ２排出量の
削減ができます。

UPSホームページ:http://www.hitachi.co.jp/Div/ise/upshp/index.html
●お問い合わせ先

TEL:(03)3258-1111（大代）

株式会社　日立製作所　情報制御システム事業部　ＵＰＳ・インバータエンジニアリング部

UNIPARAラインアップ

旧機種と比較してどれくらい効率が良くなったの？

ＵＮＩＰＡＲＡは環境に優しい
スーパー環境適合製品です。
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旧機種との損失比較（１００ｋＶＡ機）

他社との損失比較（１００ｋＶＡ機）
電
力
量
料
金

（
万
円

）

機種
(効率)

●年間電力量料金　８０万円節約
●年間ＣＯ２排出量　２４t削減

日立使用時メリット（A社比較）

高効率ＵＰＳでＣＯ２排出量削減を！

U２００から７７７Eへ、そしてUNIPARAへと、
日立はUPSの省エネルギー化（高効率化）を
推進しています。
７７７Eと比較しても
　●電気量料金を年間４５万円節約
　●CO２排出量を１３．４ｔ削減
しています。
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新ラインアップ

【計算条件】空調機の使用量も考慮
・負荷容量100kVA/90kW,24時間365日全負荷連続稼動
・電気量料金単価:13円/kWh,CO2換算係数0.38kg/kWh,空調機成績係数2.0
・効率の数値はカタログ及び発熱量から求めた参考数値です。
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■UNIPARA(415V機）採用のメリット(15年間)　４０５～３４２０万円の電力量料金の節約
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １２０ｔ～１００５ｔのＣＯ２排出量の削減

ＵＮＩＰＡＲＡ／４１５Ｖ機　活用事例紹介

ＵＮＩＰＡＲＡは効率の高いＵＰＳですが、４１５Ｖをうまく活用することによってさらに省エネが推進できます

　　ケース１：従来の２００Ｖ機を使用

出力変圧器
415V/100V

■４１５Ｖの採用メリット
　①２００Ｖ機より効率が高く、更に電力量削減及びＣＯ２排出量の削減ができます。
　②入出力幹線の電流が２００Ｖ機と比較し半減することからケーブルサイズが１／２となり
　　工事費用の低減もできます。
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【計算条件】
・空調機の電力料金も含む
・負荷容量１５０ｋＶＡ（力率９０％）
・空調機の使用量も考慮
・２４時間３６５日全負荷連続稼動
・電気量料金単価:１３円／ｋＷｈ
・ＣＯ２換算係数:０．３８ｋｇ／ｋＷｈ
・空調機成績係数:２．０
・他社効率は発熱量から算出した参考値

高効率

ケーブルサイズ半減

定格電流：２０９Ａ

１５０ｋＶＡ
ＵＰＳ

２００Ｖ機
定格電流：４３４Ａ

出力変圧器
200V/100V

１００Ｖ負荷

ケーブルサイズ半減
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UNIPARA(415V機）
150kVA UPS

入力変圧器
6.6kV/200V

　ケース２：日立ＵＮＩＰＡＲＡ案（４１５Ｖ機を使用）

ＣＯ２排出量削減
電気量料金が削減

ケース１と２の電力量料金とＣＯ２排出量比較（１５０ｋＶＡ）
２００Ｖ機（他社又はＵＮＩＰＡＲＡ　２００Ｖ）と、ＵＮＩＰＡＲＡ　４１５Ｖ機との比較
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●１５０ｋＶＡ　ＵＰＳ導入例
　ＵＰＳを受変電設備から導入するような場合、ＵＰＳの入力変圧器を４１５Ｖ出力のタイプにして、ＵＰＳは４１５Ｖ機とする。
　ＵＰＳの２次側の変圧器については、４１５Ｖから１００Ｖに降圧する変圧器を設けて１００Ｖ負荷に対応する。
　下図のケース１の場合も、２の場合も入力変圧器および出力変圧器が必要なことには変わりなく、ケース２の方が
　ＵＰＳの効率が高い分省エネ性能が向上します。

ケース１、２共に
降圧変圧器は必要

４１５Ｖ出力
変圧器を導入
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